
  
 

一 

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
低
所
得
者
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

法
律
案 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令

和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告

さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
（
第
三
条
第
三
号
に

お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
社
会
経
済
情
勢
が
著
し
く
変
化
し
、
と
り
わ

け
、
低
所
得
者
等
が
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
特
別
給
付
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
特
別
給
付
金
の
支
給
） 

第
二
条 

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
給
付
金
の
支
給
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
者
） 



 

  
 

二 

第
三
条 

特
別
給
付
金
の
支
給
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
、
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 
令
和
二
年
度
分
の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定

に
よ
る
特
別
区
民
税
を
含
み
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
（
同
法
第
七
百
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度
分
市
町
村
民
税
」
と
い
う
。
）

が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
令
和
二
年
度
分
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
者（
令
和
二
年
度
分
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
者（
令
和
二
年
度
分
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）

の
同
法
の
規
定
に
よ
る
扶
養
親
族
と
さ
れ
て
い
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
） 

二 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
令
和
二
年
の
所
得
が
同
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
水
準
に
あ
る
者
と
し
て
、
市
町
村
が
認

め
る
者 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
っ
て
所

得
が
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
者
と
し
て
、
市
町
村
が
認
め
る
者 

 

（
特
別
給
付
金
の
額
） 

第
四
条 

特
別
給
付
金
の
額
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
者
一
人
当
た
り
十
万
円
と
す
る
。 



  
 

三 

 
（
特
別
給
付
金
の
迅
速
な
支
給
等
） 

第
五
条 

市
町
村
は
、
特
別
給
付
金
の
支
給
事
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
特
別
給
付
金
が

迅
速
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

市
町
村
は
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
特
別
給
付
金
の
支
給
手
続
の
実
施
等
に
つ
い
て
周
知
す
る
た
め
の
措
置
そ

の
他
特
別
給
付
金
の
請
求
に
関
し
利
便
を
図
る
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
費
用
負
担
） 

第
六
条 

特
別
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
そ
の
全
額
を
国
庫
が
負
担
す
る
。 

 

（
不
正
利
得
の
徴
収
） 

第
七
条 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
の
長
は
、
国
税
徴
収

の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
当
該
特
別
給
付
金
の
価
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。 

 

（
譲
渡
等
の
禁
止
） 

第
八
条 

特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 



 

  
 

四 

２ 

特
別
給
付
金
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
は
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
公
課
の
禁
止
） 

第
九
条 
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
特
別
給
付
金
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



  
 

五 

 
 

 
 
 

理 

由 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
経
済
情
勢
が
著
し
く
変
化
し
、
と
り
わ
け
、
低
所
得
者
等
が
生
活

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
特
別
給
付
金
の
支
給
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

 





  
 

七 

 
 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費 

 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
、
約
二
兆
七
千
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 


